電子情報基礎演習　2001/02/02　吉見先生

[注]

・第一回目試験（１２月１日実施）に関して、

a)評価がＤランク（ＤまたはＤ＋）のもの、あるいは未受験者→問１から問５までを解く。

b)Ｃランク以上のもの→問２から問５までを解く。

問１．図１の回路において、正負（＋／－）符号は電圧言における電圧の方向、矢印(→)は電流現における電流の向き、数値は、抵抗についてはΩ(オーム)、電圧現についてはＶ(ボルト)、電流現に付いてはＡ(アンペア)、をそれぞれ表す。以下の１）、２）に答えよ。

１）端子ab間に発生する電圧はいくらか（ｂを基準としたａの電圧を求めよ）。

２）この回路に対する、鳳・テブナンの等価回路、およびノートンの等価回路を求めよ。
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図１．

問２．以下の括弧（ア～コ）を埋めよ。但し、文章中、kgは（キログラム）、mは（メータ）、sあるいはsecは(秒)、Ａは（アンペア）を表す。

（１）MKSA単位系における「力」の単位は（ア）であり、その次元を、kg、m、sで表すと、（イ）である。

（２）MKSA単位系における「仕事」の単位は（ウ）であり、その次元を、kg、m、sで表すと、（エ）である。

（３）１Ａ（アンペア）とは、真空中に無限に伸びる２本の平行導線（太さは無視できる）において、それぞれの導線に同一量の電流が流れる時に、一本の導線1mあたりに働く力が（オ）となる（単位も記入）電流量の事である。

（４）真空の帯磁率μ0の次元を、m、kg、s、Aで表すと（カ）である。

（５）真空の誘電率ε0の次元を、m、kg、s、Aで表すと（キ）である。

（６）電子１個の電荷量は、1.6×10-19C(クーロン)である。ある導線に、１μAの電流が1nsec（ナノ秒）にわたって流れる時、この間にこの導線の断面を通過する電子の数は（ク）個である。

（７）磁束密度BのMKSA単位系における次元をm、kg、s、Aで表すと（ケ）である。

（８）三次元ベクトル
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に対し、AとBのベクトル積（外積）A×Bを計算するとA×B=(コ)である。

問３．半径a(m)の円形導線に電流I(A)が流れる時、この電流が円の中心に作る磁束密度B(の絶対値)を、ビオ・サバールの法則を用いて求めよ。磁束密度のMKSA単位系における単位も記入せよ。




問４．真空中にある無限に長い直線の上に、電荷が線密度τ（単位：C(クーロン)/m）で均一に分布している。この直線から、垂直方向に距離r(m)離れたところでの電場の強さE(の絶対値)を、クーロンの法則より求めよ。電場の強さのMKSA単位系における単位も記入せよ。




問５．無限に伸びる平面に、均一な電荷が面密度σ（単位：C(クーロン)/m2）で分布している。この平面からh(m)の点における電場の強さはいくらか。電場の強さのMKSA単位系における単位も記入せよ。
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